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【アイガモロボとは？】

化石燃料、化学農薬＆肥料、人手を使わずに高付加価値の有機米を作り、農家の収益に貢献するロボット



2022年 実証試験の状況

✓ 全国34都府県 210台で実証試験

雑草の抑制効果

ジャンボタニシの食害抑制

生育の進みが早い

✓現時点の生産者評価

アイガモロボ稼働区 アイガモロボ 非稼働区

広島県神石高原町 田植後3週間 熊本県 山都町 田植後3週間

アイガモロボ稼働区 アイガモロボ 非稼働区

兵庫県丹波市 田植後34日

アイガモロボ稼働区 アイガモロボ 非稼働区

雑草の抑制効果 ジャンボタニシの食害抑制 生育の進みが早い 中山間地用のミニロボ/田んぼ
とプログラミングの総合教育で
ロボ費用を折半

宮城県仙台市



【農研機構との論文発表、農業協同組合新聞での取り上げ】



【新型アイガモロボのチラシ】



【ロボット大賞農林水産大臣賞】



【明治時代の農機具】

新型アイガモロボの前進か？雁爪という新型アイガモロボのブラシに似た農機具があった

教草第一 稲米一覧 明治６年発行

「田植えより後、雁爪、小鍬 或いは鉄鈀（て
つまぐわ）にて稲の根元の泥土を砕き、凝固
せしめず、数回如是なせば、目に見えざる草
根までも取除いて、稲の根の周囲をかき混
ぜし其泥土を動かすを以て、稲株のひげ根
其勢いを得て十分に延蔓し、よく繁茂する」



【新型アイガモロボ10月西表島発売前最終実験 田植え後3週間(本州の4〜5週間相当)】

稲丈53cmまで稼働し実験終了(雑草、ジャンボタニシ被害、畦際の苗抜け無)

アイガモロボ圃場

アイガモロボ無し圃場

アイガモロボ圃場引き上げ時稲丈



【新型アイガモロボ10月西表島発売前最終実験 台風18号時】



【新型アイガモロボ10月西表島発売前最終実験 生物多様性】



【新型アイガモロボの開発改善活動：ブラシの改善】



【新型ロボの稼働範囲】

複数の田んぼで稼働させても効果を発揮

45a 30a 40a

ロボット1台1日の稼働履歴



【2024年度農研機構での実証実験】

農研機構西日本センターと共同研究で6県にて実験を行い、実験先の農家や担当者から高い評価を受けている

旧ブラシでの実験



【2024年度実証実験先の声 みどりの食料システム認定農業者第一号 中道農園】

「冬水田んぼからの稼働が抑草、生育に効果的。毎年2〜4台ずつ購入する。」

アイガモロボ有：オモダカが風下の畦際のみ

アイガモロボ無：
オモダカが圃場全面に点在

冬水田んぼからアイガモロボ稼働自然栽培
コシヒカリ

精玄米
/10a

中米
/10a

くず米/10a 食味値
(静岡製機)

タンパク
含有量

ロボ無 3.8俵 4.2kg 7.7kg 100 5.4%

ロボ有 4.4俵
(+15%)

3.7kg
(88%)

6.1kg
(79%)

97 5.9%



【2024年度実証実験先の声 沖縄県竹富町 元皇室献上米生産者 大浜農園】



【2024年度実証実験先の声 株式会社TDK】

「株の張りが明らかに良く、稲を植えない実験圃場での違いも明らか。発売後は数台購入し実験を継続する。」

アイガモロボ無

アイガモロボ有 アイガモロボ有

アイガモロボ有

アイガモロボ無

アイガモロボ無



【JA新宮城との取り組み】

JA新宮城(旧栗っこ)の有機米はほぼ全数買取、今年からはJA新宮城(旧みどり野)の有機米も買取、大崎市
の小学校全校での学校給食へ提供するなど、JAからのJAS有機米(転換中含む)の出口をサポート

アイガモロボ、 2023年販売へ→国内・ 国外へPR

初年度の⽣産台数500台
2023年1⽉井関農機より販売開始

 G7宮﨑農業⼤⾂会合に出展し
世界にアピール

アイガモロボとは

当社が開発した⾃⾛式の抑草ロボッ ト 。  スクリ ューの回転で⽔を濁らせることで光合成をしにく い環境を

作ることで雑草の成⻑を抑える仕組み。  動⼒源は太陽光エネルギーとし 、 GPSと連動した専⽤アプリケー

ショ ンで⽔⽥内を⾃動⾛⾏する。



【JAはくいとの取り組み】

JAはくいの自然栽培米に加えて能登被災地の農産物をセットしたふるさと定期便を、JAはくい＋ジローラモ
＆Carry onと企画、次年度よりアイガモロボを使ったJAはくい＋ジローラモさんのお米作りもスタート



【JA岐阜との取り組み】

岩佐組合長を中心に、次年度はアイガモロボ購入100％補助で農家を支援し、有機の里を作るべく活動を加速



【アイガモロボの土壌＆土壌微生物＆植物に対する影響と変化の概要】

：メタン生成菌 ：鉄細菌(Fe3+→Fe2+、 Anaeromyxobacter属等による窒素固定)

アイガモロボ無圃場 アイガモロボ有圃場

3cm

12cm

中道
農園
の例

12cm

3cm

中道
農園
の例

透明水 濁り水
O2

CH4
CH4

Fe2+

NH4-N → NO3-N
(硝化)

空気を多く含んだ
トロトロ層(膨軟層)

硬い土の下層

硬盤

N2

メタン生成菌が多い硬い土の下層を減らし、鉄細菌(窒素固定菌)が多い空気を多く含んだトロトロ層を増やす
→①圃場のメタンガス発生量の大幅低減
②Fe2+の増加によるジャンボタニシの食害抑制
③NH4-N→NO3-N化による植物の窒素吸収
↑裏を返すと初期生育でイネが雑草に勝たないと雑草が増えてしまう為、苗が重要

鉄細菌(Anaeromyxobacter属、Geobacter属)の作用仮説
Fe (OH)3+ ＋3H+ ＋ e- ＋ = Fe2+ ＋ 3H2O →ジャンボタニシが弱る
(仮) N2 (By )＋4H+＋ = NH4 →Anaeromyxobacter属等による窒素固定
(仮) NH4

+＋2O2 (By ) ＋ = NO3
-＋H2O＋2H+ (硝化) →植物が窒素吸収

N2 O2

CH4
Fe2+

Fe2+

Fe2+

Fe2+Fe2+
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